
う地区社協では、新たに個別支援活動にご協力
いただける方を対象に、ボランティアを募集するこ
とになりました。特に高齢者の身近な困りごとの手
助けのための生活支援を行うボランティアを募集
します。 

活動内容は、①庭の草取り、②買い物付き添
い、③ゴミ出し支援、④電球交換、⑤住宅の簡単
な修繕、⑥買い物支援、⑦通所付き添い、⑧通園
通学付き添い、⑨地区社協事業手伝いなどです。 

地域で個別支援活動をやってみたい、どんなも
のかちょっと話を聞いてみたい、という方は是非下
記の説明会にご参加ください。 

遊友会 

坂上地区にあるミニサロン遊友
会は、2001年の発足以来、高齢
者の地域交流の場として、また悩
みごとなどと真摯に向き合い、今
年25年目になります。現在90代
の方が4人元気に参加しておら
れ、またボランティアも後期高齢
者が多くなり、確実に｢人生100
年時代｣に向かっていることを感じ
させられるこの頃です。コロナ禍を
体験したからこそ、人と実際に会
うことの大切さが改めてわかり、

2025年問題の次の目標は2040年。2040年には1970年
代生まれの団塊の世代ジュニアが高齢者となり、わが国の高齢
者の比率がピークになると言われています。下鶴間つきみ野地
区でも高齢化が進んでいますが、一方で子どもも増えています。
子ども、若者、壮年、高齢者が、ともに支えあい、生き生きと暮ら
せるまちを目指して、努力していきたいと思います。 

今年度の社協会費は次のとおり納入され、 
地区社協へ830,280円の配分金がありました。 

自治会名 納入金額(円) 自治会名 納入金額(円) 
公所 250,200 山王原上 93,100 
つきみ野 915,000 山王原 162,200 
市営つきみ野住宅 0 長堀 142,700 
つきみ野スカイハイツ 30,000 大和原 57,400 
山谷 61,800 モアステージ大和 53,400 
コトーつきみ野 36,000 ダイアパレス鶴間 0 
宿 71,000 オハナ鶴間ガーデニア 91,500 
さつき 34,000 

地 区 合 計 2,071,200 
坂上 72,900 

12月7日(土)13時から14時30
分まで、つきみ野生鮮市場前で募
金活動を行いました。当日は12月と
しては暖かく、お子さん連れのご家
族や、わざわざ立寄って募金してく
ださる方もいらっしゃいました。募金
額は17,218円になりました。ありが
とうございました。 
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下鶴間つきみ野地区社協だより 発行兼編集 

大和市下鶴間つきみ野地区 
社 会 福 祉 協 議 会 

 会 長  濱 田  和 博      
事 務 所 

大 和 市 下 鶴 間2516-2 
大和市コミュニティセンター 

下鶴間会館内  
電 話 (046)276-3407 

社協のマークです 

福祉の心を育てよう 

日時 2025年3月12日(水) 10:00～ 
     2025年3月21日(金) 13:00～ 
場所 地区社協拠点事務所 

（下鶴間2335-10たすけ愛しもつるま隣） 
説明会内容 

◆ボランティアとは 
◆ボランティアを始めるうえででてくるたくさんの

不安や悩み・・・何をしていいかわからない、私
でもできるの、人付き合いが苦手・・ 

個別支援活動等ボランティア説明会 

年度末を迎え、地区社協のボランティアを募集します！ 

年度末を迎えるにあたり、皆様、地区社協事業
にご理解ご協力を賜りありがとうございました。
2024年度事業はインフルエンザやコロナ感染症
等に留意しながら、ほぼ予定どおり進めることがで
きました。関係団体の方々やボランティアの皆様に
感謝申し上げます。 

さて来年度は、以前から報道されておりますよう
に2025年問題の年を迎えます。団塊の世代が全
て後期高齢者（75歳以上）となり、国民の5人に1
人が後期高齢者という超高齢社会を迎えることで
雇用、医療、福祉といった日本経済や社会の広い
領域に深刻な影響を及ぼすと言われています。 

当地域においても、高齢者の増加は例外ではあ
りません。そこで、地域福祉のまちづくりのー翼を担

バス旅行、健康に関する学び、体操、地域の
歴史や自然の学びなど、生き生きと楽しんで
いるように思われます。最近はコロナだけでな
く、各種細菌やウイルス性の感染症も多発し
ており、色々なこと手探り状態ですが、長年の

私は昭和19年に横浜で生まれ、現在81歳。小学
校から中学校までは、秋田の田舎町で過ごしまし
た。健康と運動を意識するようになったきっかけは、
中学2年の時、県内の中学生が参加する通信陸上
競技大会で総合1位となり、県の教育委員会から表
彰された時です。競技は50メートル走、立ち幅跳び、
ボール投げの3種目でした。これにより、自分の体力
と運動神経に自信を持ち、その後健康と運動を大事
にする人生の出発点になったと思います。 

私の健康のためのスポーツはテニスです。就職後
に趣味として始めたテニスを60年近く続けていま
す。これまでいくつかのクラブに入りましたが、現在は
中央林間テニスクラブで、平日会員として週4日プ
レーしております。午前午後で3～4時間テニスした

後、夕方ジムに行って筋トレ、水泳
などをします。 1日平均5～6時間
は運動をしており、これが私の健
康法になっています。高齢になって
も、筋トレ効果はあり、自分では今
でもテニスが上達していると感じ
ています。 

健康に関するボランティアとし

活 動 で 育 ま
れ た 信 頼 関
係を大切に、
ニューノーマ
ルと向き合っ
ていきたいと
思います。 

◆まずは先輩と一緒にやってみる 
◆個別相談・・・応募者個別に事情が違い

ますので、相談に乗ります。 
 

駐在所下鶴間
ふるさと館

拠点

たすけ愛
しもつるま

地区社協
拠点事務所

ふるさと館
駐車場

ゴミ出し支援の様子 

て、下鶴間つきみ野地区の健康普及員を8年間続
けました。体操教室、料理教室、ウォーキングなど
を開催し、地区の多くの方々にご参加いただきまし
た。高齢者の気軽な健康法はウォーキングです。
大和市とゆめクラブのウォーキングには、第2つき
み野会の仲間とともに、毎回参加しています。 

年末たすけあい街頭募金 
社協会費の納入状況 



  3/9(日)９～１２時 （雨天決行） 
会場 鶴間中学校 体育館・グラウンド 
対象 幼児・小学生・中学生・保護者 

ボランティア研修の様子 

鶴間中学校吹奏楽部の演奏 

MAMUのヒップホップダンス 

今年度も、敬老の集いが開催されました 
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私とボランティア 

11月23日（土・祝）、鶴間中学校体育館で敬老
の集いが開催されました。最初に鶴間中学校吹
奏楽部により、懐かしい曲などの素晴らしい演奏
を楽しみました。次に、地域の小中学生を中心とす
るヒップホップグループMAMU(マム)によるダン
スが披露され、「可愛い!!」という声が上がりまし

た。最後に、椎野洋子先生によるキーボード演
奏で、みんなで歌を歌ったり、歌に合わせて腕や
手を動かす体操もしました。参加された高齢者
は百数名でしたが、出演者と出演者の保護者、
ボランティアも含め総勢3百名超が楽しいひと
時を過ごしました。 

 

１0月１2日（土）大和市「福祉の日」
の集いで、当地区社協で長年ボランティ
ア活動をしている「咲フレンド」が表彰さ
れました。「30年以上にわたり、地域在
住の脳血管障害の後遺症で苦しむ方に
対し、毎日機能回復訓練の支援をしてこ
られました。コロナ禍により機能回復訓
練は中断されていますが、引き続き家族
が抱える不安を取り除くサポートを行っ
ていらっしゃいます。」と紹介されました。 

スケジュールは中止、あるいは変更になる可能
性があります  ３月の行事開催について 

地区社協の活動「咲フレンド」が市長表彰を受けました

１月12日(日)下鶴間コミセン
で、賀詞交歓会が5年ぶりにコロ
ナ前の規模に戻して開催され、
盛会でした。 

賀詞交歓会が開催されました 

大好評につき、今年もやります。楽しく遊びながら、妊婦さん、
障害者、高齢者の方の気持ちが学べる福祉体験イベントで
す。参加者はスタンプラリーで賞品がもらえます。 

成年後見制度ってご存じですか? 

歌いながら体操 

10月4日（金）、下鶴間コミセンでボランティア研
修を行いました。テーマは「成年後見制度の概要
と大和市成年後見センター」。講師は大和市社会
福祉協議会の笠原和子さんでした。初めにDVD
を視聴し、成年後見人の役割について学び、次に
スライドで詳しい説明を聞きました。 
成年後見制度とは、認知症等で、自分でお金の
支払いや契約が難しくなった方に対し、本人に代
わって金銭管理や契約行為を行う人を、家庭裁判
所が任命するという制度です。成年後見人には、
司法書士、弁護士、社会福祉士など専門家が主

に任命されます。財産目録を作り、月々の支払い
などの金銭管理をします。また毎年家庭裁判所
に報告して点検を受け、依頼者の口座から報酬
を受けることになっています。報酬は依頼者の財
産によりますが、年18～28万円程度と言われて
います。成年後見人は、一度決まると途中でや
めたり、他の人に変えることができません。慎重
に決めることが大事です。 
本人に代わってきちんとサポートしてくれる身内
の人がいない場合、成年後見制度の利用を考
えてみるのもいいかも知れません。 

大和市成年後見支援センター   
◆成年後見制度の手続きがわからない… 
◆障がいのある子どもの親亡き後が心配… 
◆お金の管理や契約手続きが難しくなってきた…  

など、お気軽にお問い合わせください 
また、大和市成年後見支援センターでは月2回専門職(弁護
士・司法書士)に相談できる窓口を開設しています。 

お問合せ先 大和市成年後見支援センター 
              （０４６－２６０－6005）  
         平日9:00～12:00／13:00～16:30  


